
 あけましておめでとうございます。新年を迎え、ひつじ組で過ごすのも
残すところわずか３か月となりました。 
 先月は聖歌隊としてクリスマス礼拝に参加し、心を込めて一生懸命歌う 
姿が見られました。ぞう組の子どもたちとページェント礼拝を一緒に守り、 
さらに憧れの気持ちを抱いていました。室内では、ページェントごっこを 
盛んに楽しんでいます。「ヨセフやりたい！」「じゃあ天使やるね。」と 
子ども同士で相談して役を決め、時には二つの役を楽しみながら表現
しています。歌や言葉、動きをよく覚えており、友だちとのやりとりや 
かけ合いを楽しみ、笑顔やすてきな歌声から、イエスさまのお誕生を嬉しい
気持ちでお祝いする様子が伝わってきます。ページェントやプレゼント制作、
毎日のクリスマス絵本など、楽しいことに包まれたクリスマスを過ごす
ことができました。 
 今月はかるたやすごろく、紐ゴマ、凧揚げなどの正月遊びを楽しみます。 
友だち同士で遊びを楽しむことや、その中で楽しさや悔しさなど様々な 
心の動きを大切にしながら過ごしていきたいと思います。また、今月から 
劇遊びの取り組みを始めます。物語の世界に入り、役になりきって 
歌ったり、言葉を考えたりする中でのびのびと表現することを 
楽しみたいと思います。友だちとイメージを共有してお話を考えたり、 
劇で使う道具なども協力しながら作っていきたいと思います。 

 あけましておめでとうございます。ぞう組での生活も残すところ３か月と
なりました。先月のページェントの取り組みでは、「褒め褒め大会」と題して、
友だちのすてきだったところを伝え合う機会を持ち、「〇〇ちゃんの声が
とっても大きくて聞こえやすかった！」「〇〇くん、ドキドキしてたと
思うのに、大きい声出そうと頑張ってた！」と互いに褒め合い、支え合う
ことを大切に取り組むことができました。「くりまんじゅう作戦」もお家の
方に喜んでもらえたという子どもたちの声を聞き、嬉しいクリスマスを過ごす
ことができた喜びが伝わってきました。クリスマスを待ち望むアドベントで
経験したことが、自信になり、友だちとの絆を感じる機会につながって
くれたらと思います。卒園までの残りの時間も友だちと過ごす喜びを
感じながら、一日一日を大切に過ごしていきたいと思います。 
 今月は、かるたやすごろく、コマ回し、凧揚げなど日本の伝統的な遊びを
楽しみます。凧作りやかるた作りをして自分たちで作ったもので遊ぶ機会も
持ち、楽しみながら日本の文化に興味を深めるきっかけになればと思います。 
これから寒さも厳しくなりますが、園庭で鬼ごっこやドッヂボールなどをして、 
元気いっぱい体を動かして遊んでいきたいと思います。また、子どもたちの 
好きな絵本を題材に劇遊びを楽しみ、話し合いの中でイメージを共有し、 
みんなで作り上げていく楽しさを感じながら進めていきたいと 
思います。ぜひ楽しみにしていてくださいね。 

 

 

ちいさなたね【幼児おたより】  ２０２４年度  １月 

うさぎ組・ひつじ組・ぞう組  聖和乳幼児保育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あけましておめでとうございます。寒さも厳しくなってきましたが、子ども
たちはとてもパワフルに過ごしています。先月はたくさん散歩をしました。 
“間を開けずに歩く”、“横断歩道を素早く渡る”等、子どもたちが散歩の
約束を意識することが増え、坂道でもしっかりと歩く姿が見られました。 
到着すると「バナナ鬼ごっこ」や「恐竜ごっこ（おいかけっこ）」等、子ども
同士で声を掛け合って体を動かす姿が見られます。落ち葉や木の実集めも 
楽しみ、秋から冬の自然の移り変わりを感じながら過ごす１２月でした。 
また、クリスマスの雰囲気の中で子どもたちと一緒にたくさんの嬉しい

気持ちを感じることができました。毎日のアドベントカレンダーを楽しみに
過ごし、ページェント礼拝ではさんびかを一生懸命歌い、喜びが伝わって
きました。プレゼント制作は、自分たちで集めた枝やどんぐり、ビーズ等を
使ってお家の方々へプレゼント作りを楽しみました。「こんなかたちにしたの！」 
「（おうちの方が）うれしいって言うんじゃない？」とワクワクしながら、 
心を込めて作っていました。大好きなお家の方に喜んでもらい、もらう 
嬉しさだけでなく、贈る喜びや嬉しさを心で感じていた子どもたちでした。 
今月は自分で作った凧で凧揚げや、かるたやすごろく等、お正月遊びを 

楽しみます。また、劇遊びでは物語の世界を共有し、想像を膨らませながら、 
役になりきって台詞や歌で表現する楽しさを感じていきたいと思います。 
本年も、神さまやたくさんの人の愛を感じながらのびのびと過ごせるよう、 
一人ひとりの思いを受けとめ、見守っていきたいと思います。 
どうぞよろしくお願いいたします。 

 

  大学の森で遊んで 

 いたときのこと…     
「ふかふかベッド作ろう！」と 

たくさん落ち葉を集め、そこに 
寝転がってみると黄色や緑など木々の 
間からいろんな色の太陽の光が差し込み、 
「わー！きらきらしてる！」と喜ぶ 
子どもたちでした。     
「他にもいいところないかな？」 
「あそこのまっかっかのもみじのところが 
絶対きれいだよ！」ときれいな景色を 

探しては友だちと共有する姿に、 
自然への関心の深まりや感性の 

豊かさを感じました。 

      誕生会の日の 
    給食で鶏のからあげが 
   出た時の子どもの会話です。       

  Aくん「“からあげ”ってさ、なんで 
     辛くないのに〝から″って 
     いうんかな？」 

  Bくん「辛い“からあげ”もどこかに 
     あるんじゃない？」 

  Aくん「それじゃあ・・・、     
     “からからあげになって 

     しまうやん！！」        
  言葉への興味や素朴な疑問から  
  思いがけずおいしそうなからあげの 

アレンジメニューを考え出して 
いた子どもたちでした。 

大学の森では赤や 

黄色、ピンク色等たくさんの 
落ち葉が絨毯のように広がって 

います。ある時、森のテーブルの 
下に落ち葉を集め、そこで寝転んでいた 

AちゃんとBちゃん。楽しそうな二人の 
姿を見て、Cちゃんも「いっしょにねころび 

たい！」とやってきました。ところが、 
テーブルの下は二人ですでに満員…すると、 

Aちゃん「あ、こっちにつめよ！」 
Bちゃん「ほら、ここおいで！」と 
スペースを作ってあげていました。 
そして３人仲良くぎゅっと集まって 

落ち葉のベッドに寝転ぶ姿が、 
何ともかわいらし 

かったです！ 

・・ 


